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日本火災保険の社長などを務めた（www.soho-tokutomi.or.jp/dn.  2019年 9月 8日閲覧）。
ところで，モースと箕作の関係であるが，箕作がモースに書簡を送り，再会を期していることか










































































































坂は 1964年 9月 22日付で第一・第二法学部から教育学部へ異動になっている（早稲田大学広報（以
下，広報），374号，1964）。
1895（明治 28）年，東京生まれ
























































































行こうとの案が出され，それに沼野井も賛成した。1963年 9月 30日に文部大臣に申請し，翌年 4
月設置認可されたのであった。





































入学試験は第 1次の試験日が 1964年 3月 2日（月），合格発表 3月 11日（水），第 2次　3月 13
日（金），合格発表 3月 15日（日）であった。試験科目は，外国語：英・仏・独語のうち 1ケ国語
選択。数学：数学（A），理科：物理，化学，生物，地学のうち 1ケ目選択である。授業料は，年
間 80,000円。実験実習費は 10,000円であった（広報 331号，1964）。入学式は 4月 4日（土）13
時から記念会堂で行われた（広報 331号，1964）。




















1906（明治 39）年 3月 茨城県水戸市生まれ。
1927（昭和 2）年 3月 浦和高等学校卒業
1931年 3月 東京帝国大学理学部動物学科卒業
1931年 4月 浦和高等学校講師，同時に 1935年 3月まで同大学院に在籍
1938年 4月から15年 3月 東京帝国大学理学部化学科に内地留学
1942年 3月 浦和高等学校教授。
1942年 8月22日  「甲殻類脱皮時におけるカルシウムの移動に就て（英文） 」により
東京帝国大学から理学博士の学位取得。
1949年 6月 東京大学教授。








また，「血液の凝固」（1940年 1月 30日，東京朝日新聞），「肝臓内物質」（1944年 3月 31日，朝























































1924年 生まれ。  神奈川県立横浜第二中学校（現，神奈川県立横浜翠嵐高等学校），旧制松本
高等学校（信州大学の前身の一つ）を経て
1945年 4月 東北大学理学部生物学科入学　1946年 3月　同退学








































































































































1965年 3月  「ネズミ新生児に及ぼすステロイドの作用」により東京大学から理学博士の学位
取得。
1965年 4月 東京大学教養学部助手










































験雑誌によれば配点は外国語 50点，数学 50点，理科 50点，合計 150点満点で，合格最低点は 1














わなかった。この名簿には，2期生 36名と 1期生 31名の氏名，住所，出身校が記されている。












た（図 5）。上述の並木や吉見の回想は 1990年に発行された会報 3号に掲載されている。
本稿の執筆者，溝口と筒井が生物学専修 9期生として入学したのは 1972年 4月，早稲田大学創



















































































































第 331号：1964年 1月 27日，第 337号：12月 19日，第 341号：3月 16日，第 348号：5月 7日，第 352号：5月
2日，第 374号：11月 17日，第 396号：1965年 5月 7日，第 405号：7月 1日，第 434号：1966年 4月 1日，1967
年 4月 2日
